食品ロス削減に係る府民の意識調査（結果概要）参考資料３


〇調査目的
大阪府の「食品ロス削減推進計画」の目標設定のため、府民の食品ロス問題の認知度及び削減に取り組む府民の実態を明らかにすることを目的とする。
・調査対象： 18～69歳の男女（委託事業者のモニター）
・調査地域： 大阪府
・調査方法： インターネットリサーチ
・調査時期： 2020年12月７日（月）～12月９日（水）
・有効回答数： 1,000サンプル（大阪府の人口構成比にて回収）


＜設問前の説明文＞
日本では、食料の多くを海外からの輸入に頼っている一方で、推計（※）で年間約612万トンにのぼる「食品ロス」が発生しています。「食品ロス」とは、食べられるのに廃棄される食品のことで、食料資源の浪費や環境への負荷などの観点から問題となっています。
※平成29年度推計（農林水産省・環境省）


Q1. あなたは、「食品ロス」が問題となっていることを知っていますか。当てはまるものを１つお選びください。
　　＜調査結果＞
・「よく知っている」が約27.3％、「ある程度知っている」が約59.0％となり、全体の約86.3％が認知層となった。
・年代別で見ると、若年層ほど「よく知っている」の割合が高く、年代が高くなるほど認知層の割合が高い。
（※認知層：Ｑ１で「よく知っている」「ある程度知っている」と回答した層）

[image: ][image: ]

Q2. あなたは、「食品ロス」を減らすために取り組んでいることはありますか。当てはまるものを全てお選びください。
（複数回答）
＜調査結果＞
・取り組んでいる行動を選択したのは、全体では約93.8％であり、「残さずに食べる」の回答が最も多い。
（※Ｑ１で食品ロス問題を認知していない回答を含む）
・性別で見ると、女性の方が「全ての回答項目」で取り組んでいる行動の割合が高い。
[image: ]
[image: ][bookmark: _GoBack]Ｑ１で「よく知っている」「ある程度知っている」と回答した認知層
×
Ｑ２で「取り組んでいることはない」以外を回答した行動層




食品ロス問題を認知して、削減のための具体的な行動を起こす大阪府民の割合は、約83.3％であった。
1

image3.png
100%

80%

60%

40%

20%

0%

76.0

BHEIICBRS

53.3

ARREFE THFREARIZ RIEZ(E) SREESFCE BENSSE NDUTER.

etz R

52.7

B/ETEIC
ETBOTER
(BEAHTER

BNaNFIR

EE)

41.7

BERN

41.2
32:6

28.7

25.9

f> Y N3k

XUBER) BEOBMO DE/vIE  BIORIEC

ER-2-H M )(5R0E
RFREHRR BAUINZE

9%

ZHEAID

1EDEZ3
(UA1T53)

0.7

Zof

93.8

6.2

EOfEATY | ERDFEA TL
BN BB | BTERBL
&t




image4.png
n=30L L0izE

100%

75%

50%

25%

0%

(HEoE] BEIIC ARG TEWHR] REaE) MEEST BENS | ADPE BoiiiBz Toft | HBATH BEDEATL
Sk + 10845 BN JERYD  mBETHY BERL EXLET SEEFO M A/ BIoREEC BTENGB- | BTLEFRL
Sk 458 45 <HETEOT BO BHMOEBE- JE@ S E0ER3 it
P [FXN=F BRE | FOFRA (MIT3)
L R0 TRABNG RS IN3@E
n= DYIETSS BAID
EX (1,000) 76.0 53.3 52.7 41.7 41.2 32.6 28.7 25.9 0.7 93.8 6.2
g P (490) 75.1 34.7 37.1 21.0 16.3 0.4 90.8 9.2
it (510) 76.9 64.5 62.7 48.4 45.1 42.5 36.1 35.1 1.0 96.7 3.3
18-19F (31) 80.6 48.4 45.2 48.4 51.6 29.0 19.4 22.6 - 93.5 6.5
20-29F (158) 76.6 52.5 43.7 38.0 38.0 31.0 27.8 21.5 - 90.5 9.5
g 30397 (189) 72.5 56.1 51.9 34.4 41.8 29.1 28.0 22.8 - 94.2 5.8
40-497F (236) 80.1 47.0 51.3 40.3 45.8 35.6 30.9 24.6 1.3 96.6 3.4
50-59F (177) 75.1 52.5 57.1 40.7 39.0 35.0 26.6 25.4 1.1 91.5 8.5
60-69F (209) 74.2 59.8 59.3 52.6 38.3 32.1 30.6 34.4 1.0 94.7 5.3
SEPTS (273) 86.4 60.4 64.8 51.3 535 42.9 34.8 35.2 1.5 99.3 0.7
BROAC HHZEAHTNS | (590) 75.1 54.6 51.5 41.4 39.2 31.4 28.6 25.1 0.5 95.3 4.7
BITRBA HEnAISRL (113) - 19.5
2EBRN (24) 41.7 16.7 12.5 20.8 16.7 12.5 8.3 - - 58.3 41.7

KPH2APOREIRCY -~




image1.png
EaC =
2.4%

HEDHISIN)
11.3%





image2.png
=303 FOSA

%0z
T B +10° 0
S5O
i 0 EHISTVE Cp3iEINITNE L L) BEC R
T 108 0 .
g TR st
50.0 ‘ 13 I 86.3 13.7
56.1 | 122 . 841 159
618 | 100 Is 88.4 116
2.0 ‘ 16.1 - 7.4 226
6.2 \ 152 . 80.4 196
60.3 { 14.3 I 83.6 16.4
636 s . 88.1 1.9
65.0 | ne da | en0 13.0
617 ‘ 7.70 919 | 81





